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執
筆
者
紹
介

翟 

学
偉 

Z
hai X

uewei

南
京
大
学
社
会
学
院
教
授
。
社
会
学
・
社
会
心
理

学
。『
中
国
人
的
関
係
原
理
』『
人
情
、
面
子
與
権
力

的
再
生
産
』『
中
国
人
行
動
的
邏
輯
』

羅 

家
徳 

Luo, Jar-D
er

清
華
大
学
社
会
学
系
與
公
共
管
理
学
院
合
聘
教
授
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
関
係
研
究
、
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
、
中
国
経
営
理
論
。“E

xploring Sm
all-

W
orld N

etw
ork w

ith an E
lite-C

lique: Bringing 
E

m
beddedness T

heory into the D
ynam

ic 
E

volution of a Venture C
apital N

etwork

”（
共
著
）

“T
he M

easurem
ent of G

uanxi C
ircle̶

U
sing 

Q
ualitative Study to M

odify Q
uantitative M

ea-
sure m

ent

”（
共
著
）「
把
理
論
重
新
引
入
│
大
数
拠
、

理
論
與
預
測
模
型
的
三
角
対
話
」

園
田
茂
人 

Sonoda Shigeto

一
九
六
一
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

教
授
。
比
較
社
会
学
、
ア
ジ
ア
研
究
。『
中
国
人
の

心
理
と
行
動
』『
不
平
等
国
家 

中
国
』『
日
中
関
係

史1972 ‒2012 

Ⅲ
社
会
・
文
化
』（
編
著
）

楊 

宜
音 Yang Y

iyin

一
九
五
五
年
生
ま
れ
。
中
国
社
会
科
学
院
社
会
学
研

究
所
研
究
員
。
社
会
心
理
学
・
文
化
心
理
学
。

“G
uanxilization or C

ategorization: Psychological 
M

echanism
s C

ontribute to Form
ation of C

hinese 
C

oncept of ‘ us’

”「
個
体
與
宏
観
社
会
的
心
理
聯
繫

│
社
会
心
態
概
念
的
界
定
」「
日
常
生
活
的
道
徳
意

義
和
生
命
意
義
│
兼
談
中
庸
実
践
思
維
概
念
的
構
念

化
」

李 

霞 
Li X

ia
商
務
印
書
館
編
集
者
。
人
類
学
。『
娘
家
與
婆
家
│

華
北
農
村
婦
女
的
生
活
空
間
和
后
台
権
力
』「
依
附

者
還
是
構
建
者
│
関
於
婦
女
親
属
関
係
的
一
項
民
族

志
研
究
」「
従
喪
礼
看
婦
女
在
親
属
体
系
中
的
身
份

帰
属
」

張 

筱
平 

Z
hang X

iaoping

一
九
五
一
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
地
域
政
策
学
部
元

教
授
。
中
国
語
学
。『
関
於
中
国
人
的
称
呼
』『
関
於

中
国
人
的
血
縁
関
係
交
際
』『
関
於
中
国
人
的
業
縁

関
係
交
際
』

周 

星 
Z

hou X
ing

一
九
五
七
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授
。
中
国
文
化
人
類
学
・
中
国

民
俗
学
。『
生
熟
有
度
│
漢
人
社
会
及
文
化
的
一
項

結
構
主
義
人
類
学
研
究
』『
道
在
屎
溺
│
当
代
中
国

的
厠
所
革
命
』『
百
年
衣
装
│
中
式
服
装
的
譜
系
與

漢
服
運
動
』

林 

萍
萍 

Lin Pingping

大
阪
商
業
大
学
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
研
究
セ
ン
タ
ー
・
Ｐ
Ｄ
研

究
員
。
社
会
心
理
学
、
異
文
化
比
較
。「
面
子
の
概

念
に
つ
い
て
の
日
中
比
較
│
日
中
大
学
生
の
調
査
を

も
と
に
」「
面
子
喪
失
に
関
す
る
日
中
比
較
│
日
中

大
学
生
の
質
問
紙
調
査
を
基
に
」

上
村 

威 
U

em
ura Takeshi

一
九
七
九
年
生
ま
れ
。
明
治
大
学
法
学
部
講
師
。
中

国
外
交
、
国
際
関
係
論
。『
文
化
と
国
家
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
構
築
│
関グ

ァ
ン
シ
ー係

と
中
国
外
交
』“U

n der-
stand ing C

hinese Foreign R
elations

” “C
hina-

Japan R
elations: Balance of Soft Power

”
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井
上 
優 

Inoue M
asaru

一
九
六
二
年
生
ま
れ
。
麗
澤
大
学
外
国
語
学
部
教

授
。
現
代
日
本
語
の
文
法
・
意
味
、
文
法
・
意
味
の

対
照
研
究
。『
相
席
で
黙
っ
て
い
ら
れ
る
か
│
日
中

言
語
行
動
比
較
論
』『
方
言
の
文
法
』『
日
本
語
文
法

の
し
く
み
』

楊 

暁
捷 

X
. Jie Yang

一
九
五
九
年
生
ま
れ
。
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
教
授
。
日

本
中
世
文
学
、
日
本
語
教
育
。『
鬼
の
い
る
光
景
│

『
長
谷
雄
草
紙
』
に
見
る
中
世
』『
デ
ジ
タ
ル
人
文
学

の
す
す
め
』（
共
著
）

松
戸
武
彦 

M
atsudo Takehiko

一
九
五
二
年
生
ま
れ
。
南
山
大
学
教
授
。
産
業
・
労

働
社
会
学
。『
変
貌
す
る
ア
ジ
ア
の
社
会
心
理
』（
編

著
）『
地
域
研
究
人
門
⑴ 

中
国
社
会
研
究
の
理
論
と

技
法
』（
編
著
）「「
暗
黙
の
保
証
」
問
題
と
金
融
規
制

強
化
か
ら
見
る
中
国
社
会
の
特
質
」

柴
田
哲
雄 

Shibata Tetsuo

一
九
六
九
年
生
ま
れ
。
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
准
教

授
。
中
国
近
現
代
史
、
現
代
中
国
政
治
、
日
本
近
現

代
史
。『
協
力
・
抵
抗
・
沈
黙
│
汪
精
衛
南
京
政
府

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
対
す
る
比
較
史
的
ア
プ
ロ
ー

チ
』『
中
国
民
主
化
・
民
族
運
動
の
現
在
│
海
外
諸

団
体
の
動
向
』『
汪
兆
銘
と
胡
耀
邦
│
民
主
化
を
求

め
た
中
国
指
導
者
の
悲
劇
』

三
好 

章 
M

iyoshi A
kira

一
九
五
二
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
教

授
。
中
国
近
代
史
、
中
華
人
民
共
和
国
教
育
史
。

『
ア
ジ
ア
を
見
る
眼
│
東
亜
同
文
書
院
の
中
国
研
究
』

（
編
著
）『
真
宗
大
谷
派
淨
圓
寺
所
蔵
藤
井
靜
宣
関
連

資
料 

目
録
と
解
説
』（
監
修
）『
中
国
21
』
Vol
・
48 

特

集
：
い
ま
さ
ら
文
革
、
い
ま
な
お
文
革
、
い
ま
こ
そ

文
革（
特
集
担
当
）

薛 
鳴 

X
ue M

ing

一
九
五
七
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
教

授
。
日
中
比
較
言
語
学
、
社
会
言
語
学
。「
親
族
名

称
に
見
ら
れ
る
関
係
表
示
│
日
本
語
と
中
国
語
の
比

較
か
ら
」『
異
文
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

講
座

社
会
言
語
科
学
１
』（
共
著
）

翻
訳
者
紹
介

宮
田
千
信 M

iyata C
hinobu

神
戸
市
外
国
語
大
学
卒
。
翻
訳
者
。

飯
田
直
美 Iida N

aom
i

一
九
七
三
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所

補
助
研
究
員
。
中
国
文
学
。「
古
史
伝
説
に
お
け
る

漢
「
苗
」
関
係
と
近
代
中
国
に
お
け
る
国
族
構
築
の

プ
ロ
セ
ス
」（
翻
訳
）

戸
谷
将
義 Todani M

asayoshi

一
九
七
九
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
大
学
院
中
国
研
究

科
博
士
後
期
課
程
。
中
国
語
学
・
日
中
共
通
漢
語
の

史
的
研
究
。「
清
末
中
国
に
お
け
る
複
式
簿
記
用
語

の
形
成
」「
清
末
民
初
の
中
国
会
計
学
文
献
と
会
計

学
用
語
統
一
の
動
き
」



中
国
21 

Vol･

53 

予
告（
20
年
９
月
刊
行
予
定
）

特
集
◎    

農
民
・
農
業
・
農
村（
仮
題
）

　
一
九
九
〇
年
代
末
か
ら
、
中
国
政
府
の
最
も
重
要
な
指
令
で
あ

る
「
中
央
一
号
文
件
」
の
ほ
と
ん
ど
は
農
村
問
題
の
改
善
を
最
重

要
課
題
と
し
て
掲
げ
て
き
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
低
開
発

と
貧
困
の
代
名
詞
で
あ
る
三
農
（
農
民
・農
業
・農
村
）
問
題
は
絶

対
貧
困
か
ら
相
対
貧
困
へ
と
姿
を
変
え
な
が
ら
も
依
然
、
社
会
の

不
安
を
も
た
ら
す
脅
威
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
本
特
集
は
農
民

の
貧
困
、
農
業
の
低
生
産
性
、農
村
の
過
疎
を
焦
点
に
議
論
を
展

開
す
る
。

　
座
談
会
「
制
度
と
市
場
の
狭
間
を
生
き
る
農
民
工
の
過
去
、
現

在
と
未
来
」
で
は
、
改
革
開
放
以
後
の
経
済
制
度
の
模
索
、「
社
会

主
義
市
場
経
済
」の
概
念
の
確
立
と
そ
の
後
の
発
展
の
中
、制
度
と

市
場
の
激
変
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
強
く
生
き
て
き
た
農
村
労
働

者
に
視
線
を
向
け
る
。
彼
ら
は
、
か
つ
て
差
別
的
に
“
盲
流
”
と

呼
ば
れ
、
未
熟
練
労
働
者
や
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
に
集
中

す
る
一
群
（
民
工
）
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
現

在
、
階
層
分
化
（
起
業
家
と
労
働
者
）
を
伴
い
な
が
ら
、
都
市
住

民
へ
と
身
分
を
変
え
つ
つ
あ
る
。
彼
ら
の
未
来
に
つ
い
て
、
時
代

的
背
景
と
そ
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
中
国
農
村
研
究
の
重

鎮
、
中
堅
、
若
手
の
間
で
当
研
究
領
域
の
発
展
経
路
と
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
論
じ
る
。

【
座
談
会
】
厳
善
平
×
堀
口
正
×
原
田
忠
直
×
金
湛
×
川
村
潤
子

【
論
説
】
厳
善
平
、
堀
口
正
、
原
田
忠
直
、
寳
剱
久
俊
、
馬
欣

欣
、
西
野
真
由
、
金
湛
ほ
か
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学
会
通
信

◎
学
会
員
活
動
（
二
〇
一
九
年
十
月
〜
二
〇
二
〇
年
三
月
）

加
治
宏
基

　
研
究
報
告
「
旅
遊
能
否
発
展
日
中
友
好
？
」（
復
旦
大
学
日
本
研
究

中
心
「
第
二
九
回
国
際
学
術
研
討
会
」
二
〇
一
九
年
一
一
月
二
四

日
）

金 

湛
　「
中
国
に
お
け
る
農
地
流
動
化
の
推
進
と
小
規
模
農
家
経
営
へ
の

影
響
│
湖
南
省
双
峰
県
の
事
例
」（
中
国
経
済
経
営
学
会
二
〇
一

九
年
全
国
大
会
報
告
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
）

　「
中
国
山
間
地
域
に
お
け
る
労
働
力
の
流
出
と
農
業
経
営
へ
の
影

響
│
湖
北
省
麻
城
市
の
事
例
」（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
国
際
中
国
学
研
究
セ

ン
タ
ー
『
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
現
代
中
国
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
一
二
巻
第
二

号
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
）

松
岡
正
子

　「
ジ
ャ
バ
・
チ
ベ
ッ
ト
族
の
習
慣
法
㈠
│
婚
姻
家
族
と
家
庭
経

済
」（『
愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
紀
要
』
第
一
五
五
号
、
二
〇

二
〇
年
二
月
）

　「
四
川
ア
ル
ス
・
チ
ベ
ッ
ト
族
に
お
け
る
Jo 

と
移
住
伝
承
」（
愛

知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
編
『
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
と
ロ
ー
カ
ル

の
思
考
│
個
性
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
』
あ
る
む
、
二
〇
二
〇

年
三
月
）

　「
扎
巴
蔵
族
的
婚
姻
家
庭
的
変
化
│
母
系
制
社
会
的
習
慣
法
㈠
」

（
中
央
社
会
主
義
学
院
・
中
央
民
族
大
学
民
族
学
与
社
会
学
学
院

主
催
「
漢
蔵
羌
文
化
交
流
史
研
討
会
暨
第
四
届
多
視
角
蔵
羌
彝
走

廊
研
討
会
」
於
北
京
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
二
一
日
）
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編
集
後
記
│
│
思
え
ば
清
華
大
学
で
座
談
会
を
開
く
た
め
に
北
京
に

行
っ
た
の
が
ち
ょ
う
ど
今
か
ら
一
年
前
で
あ
る
。
こ
の
企
画
の
た
め
に

初
め
て
羅
家
徳
先
生
と
メ
ー
ル
で
や
り
取
り
し
会
場
を
用
意
し
て
い
た

だ
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
ポ
ス
タ
ー
ま
で
作
っ
て
く
だ
さ
り
多
数
の
研

究
者
の
参
加
に
与
っ
た
。
お
蔭
様
で
「
座
談
会
」
で
は
収
ま
ら
な
く
な

り
「
講
演
会
」
形
式
に
変
更
し
予
想
以
上
の
展
開
で
一
層
手
ご
た
え
を

感
じ
る
も
の
と
な
っ
た
。
南
京
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
お
越
し
く
だ
さ
っ
た
翟

学
偉
先
生
に
も
感
謝
し
た
い
。
◇
企
画
者
は
日
本
語
教
育
と
い
う
専
門

で
留
学
生
と
し
て
一
九
八
〇
年
代
初
頭
に
来
日
し
た
が
、
研
究
や
教
育

現
場
に
お
い
て
言
語
研
究
は
そ
の
言
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
社
会
と
い

う
文
脈
に
置
い
て
考
察
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。
一
方
、
そ

れ
は
言
語
研
究
の
分
野
で
は
す
で
に
共
通
の
認
識
で
あ
り
、
日
本
で
は

二
二
年
前
に
成
立
し
た
社
会
言
語
科
学
会
に
お
い
て
、
言
語
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
人
間
・
社
会
・
文
化
と
の
関
わ
り
の
解
明
を
目
指
し

学
際
的
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
と
中
国
人
と
日
本
人
の
言

語
行
動
を
比
較
し
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
社
会
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も

取
り
入
れ
る
な
か
文
献
を
読
み
進
む
に
連
れ
、
中
国
人
の
人
間
関
係
を

め
ぐ
る
研
究
を
も
っ
と
広
く
紹
介
し
た
い
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
そ
し

て
本
誌
で
特
集
を
組
む
こ
と
が
実
現
し
、
か
ね
て
か
ら
の
願
い
が
か
な

え
ら
れ
た
と
も
言
え
る
。
寄
稿
し
て
く
だ
さ
っ
た
執
筆
者
の
皆
様
を
は

じ
め
、
す
べ
て
の
関
係
者
に
感
謝
し
た
い
。
◇
と
き
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
流
行
し
て
い
る
こ
の
春
、
北
京
で
講
演
会
を
し
た
際
に
は
ま
さ
か
一

年
後
の
今
日
の
状
況
に
な
ろ
う
と
は
想
像
も
し
な
か
っ
た
。
人
民
の
自

宅
待
機
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
中
国
で
は
、
も
と
も
と
人
と
人
の
物

理
的
距
離
が
ぐ
っ
と
近
い
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
二
メ
ー
ト
ル
も
離
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
話
を
聴
く
と
、
こ
の
予
期
せ
ぬ
事
態
が
人

と
人
の
距
離
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
残
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
独
り

考
え
て
い
る
こ
の
頃
で
あ
る
。 

（
薛 

鳴
）


